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背・座張り調節スリングシ ー ト インナ ー パッド �Kisaku 
◎帯状のスリングベルト （マジ

ック式）の張り 加滅を調整する

ことで、使用される方の 身体特性

に個別に対応することができます

。矢状面に加え、水平面の調整

もおこなえます。

◎よりこまかく調整がおこなえる

よう部分的にスリングベルトの

幅が異なり 背スリングを二分割

しています。

調整例

·�張る ..ゆるめる

一
●バックサポ ー ト は、①骨盤の前後の傾き（バックサポ ー ト下部）

②体幹の前後の傾き（バックサポ ー ト中央～上部）③腰部の支え

（バックサポ ー ト腰部）を考慮して調整します。また、左右の張り

を変えることができるので、側弯による背中のろっ骨隆起 などの非

対称にもある程度対応することができます。

●座面は臀部（坐骨周辺）をゆるめてお尻を包み込むようにし、坐骨

前 方から大腿部にかけ てスリングをしっか り張って臀部を安定させ

（アンカ ーサポ ー ト） 、お尻 の前すべりを起きにくく します。
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体幹パッド

●ろっ骨下部から胸郭の重みを受け止めるように体幹部

の側方からサポ ー トします。体幹部の横倒れや水平面

方向のころがり （回旋） に注意して、調節スリングシ ー ト

と胸郭とのくさぴ状の隙間を埋めるよう身体に沿わせ

て取り付けます。●側弯などの影響で 一方向に体が傾く

場合は、体幹パッドの取り付け位置・高さを左右非対称

にして 対応することもできます。

骨盤パッド

●正面から見て骨盤の中央あたりを高さ の目安として 下

さい。また、骨盤の前後左右の傾きや水平方向のころがり

（回旋）に注意して、調節スリングシ ー トと骨盤部との

くさぴ状の隙間を埋めるよう身体に沿わせて取り付けます。

Sサイズ Mサイズ Lサイズ

背幅／座幅 mm 420/385 420/385 445/410 

背高さ（A) mm 680~740 710~770 780~840 

座奥行き(B)※背スリング面より mm 180~270 225~315 285~395 

足台高さ(C) mm 200~270 230~320 250~360 

車体寸法(WXDXH) mm 545X785X1265 545X785X1300 570X785X1370 

前座高さ(E)※ティルト起し時の前座高さ mm 575 575 580 

支点高さ（F) mm 525 525 525 

折りたたみ寸法(WXDXH) mm 545X880X495 545X910X475 570X925X485 

ティルト角度※背スリング面を基湮 度 50~47° 5゜～47° 5°~47° 

背リクライニング角度 度 95°~ 145° 95゜
～ 145° 95°~ 145° 

エレペーティング角度 ／ 4段階（約14度ピッチ）

フットサポート角度 ／ 5段階（約14度ピッチ）

基本亘量（シ ート至量含む） kg 約16.5 約16.6 約17.0※アンダートレイを除いた重量
譲節スリングシー ト 材質 ナイロン100%

シ ートユニット 材質 ポリエステル100%

対応身長 cm 約90~110 約110~130 約125~145
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